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鳴門教育大学授業実践研究
－授業改善をめざして－

第１９号　２０２０

Ⅰ．はじめに

　いじめ問題が第４のピーク期を迎え，喫緊の課題と

なっている中，国や県，学校において，いじめ防止のた

めの取り組みが進められており，いじめ問題に対し社会

総がかりで対峙しなくてはならないという声が高まって

いる。「いじめ防止対策推進法」（平成２５年法律第７１号

第１１条第１項）の規定に基づき策定された「いじめ防

止等のための基本的な方針」（文部科学省，２０１７）では，根

本的ないじめの問題克服のためには，全ての児童生徒を

対象としたいじめの防止の観点が重要であることが示さ

れ，学校の教育活動全体を通じて，いじめは決して許さ

れないことの理解を促し，児童生徒の豊かな情操や道徳

心を育むことの必要性が指摘されている。対症療法では

なく，防止の観点において，生徒指導の機能を働かせた

教育活動としても期待が寄せられている。

　本稿では，この「いじめ防止等のための基本的な方針」

に基づき，教育活動全体を通じて道徳性の育成を図るこ

とにより，いじめの防止に寄与することを意図した実践

を報告する。

　近年，いじめ問題の状況を鑑み，道徳教育の一層の充

実が求められている。その要である道徳の時間は「特別

の教科　道徳（以下，道徳科）」として教科化され内容の

充実化が図られた（文部科学省，２０１７）。道徳科の目標

概念である道徳性とは，「社会を構成する主体である一人

一人が，高い倫理観をもち，人としての生き方や社会の

在り方について，時に対立がある場合を含めて，多様な

価値観の存在を認識しつつ，自ら感じ，考え，他者と対

話し協働しながら，よりよい方向を目指す資質・能力」

であるとされている（文部科学省，２０１７）。児童に身に

つけさせたい道徳性とは，価値についての心情的理解の

みならず，それを基によりよい社会の実現に向けて考え

判断し，よりよく変えていこうとする実践的な意欲，態

度として表れてくるものであると理解できる。その意味

で，道徳科には，いじめに対応する力を育てることが求

められているといえる。

　ところで，「いじめ防止等のための基本的な方針」では，

児童生徒の道徳心の育成について，全教育活動でいじめ

撲滅のための主体的な活動が積極的に行われるよう留意

することが示されている。道徳教育は特別活動や総合的

な学習の時間との関連を図ることで，いじめ防止のため

の教育活動として有機的な広がりをもつことが示唆され

ている。もとより学校における道徳教育は，道徳科を要

として，教育活動全体で行うものである。その上で，他

の教育活動と相互に関連付け発展統合させることで児童

の道徳性が一層豊かに養われていくことが示されている

（文部科学省，２０１７）。

　実践計画を作成するにあたり，学校全体で教育活動を

効果的に行うために，取り組みの道筋を体系的に示す必

要があり，活用できるものとして，近年，文部科学省

（２００６）において取り上げた「国際競技力向上施策の効

果に関する評価」ロジックモデルがあげられる。

　安田（２０１１）によると，ロジックモデルとは，プログ

ラムをどのように運営すると利用者への変化・変容が生

まれるかを明らかにするためのツールであり，プログラ

ムを実施していく上で直接的・間接的に必要であるため

に投入される「投入資源（インプット）」，教育支援を目

的として実施されるプログラム活動を具現化した「活動

（アクティビティ）」，アクティビティの実施により表出

される状況や結果である「結果（アウトプット）」，プロ

グラムの実施によって示される「効果（アウトカム）」，

プログラムが派生的・副次的な影響を及ぼし，プログラ

ム実施後，間接的に表れる「インパクト」という５つの

構成要因と要因間の関係性を“if-then”“もし〜ならば（if），
＝する（then）”と言うロジック上のつながりで説明す
るものである。

　安田・渡辺（２００８）は，McLaughlin ＆ Jordan（１９９９）
を引用し，ロジックモデルが，近年，社会的な事業や企

業で導入され，受益者に関する成果の繋がりを図式化し，

さらに，プログラム活用の効果として，混沌としたプロ
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グラム開発およびプログラム評価の手順を流れ図的に標

準化すること，関係者同士で目的意図を共有するコミュ

ニケーションツールとしても利用できること，他の評価

メンバーとの課題の模索にも適し，プログラム評価に携

わる人たちのチームワーク形成ができることをあげてい

る。

Ⅱ．研究の目的

　本研究の目的は，「いじめ防止の視点を組み込んだ道徳

科・特別活動・総合的な学習の時間を実施し，その有効

性を，ロジックモデルを活用した実践を通して検証（プ

ログラム評価）することである。

Ⅲ．研究の方法

１．実践計画の概要（ロジックモデルの活用）

　安田・渡辺（２００８）を参考に，いじめ防止のための授

業実践計画として，学校の教育活動資源（インプット）

に，道徳科と特別活動，総合的な学習の時間の３つを設

定し，ロジックモデルを構成した（図１）。

　第二として，ロジックモデルの活動（アクティビティ）

を設定し，教育活動資源で設定した道徳科，特別活動，

総合的な学習の時間の具体的活動を示した「いじめ防止

の視点を組み込んだ道徳教育年間計画」を作成した（表

１）。

２．「いじめ防止の視点を組み込んだ道徳教育年間計画」

　道徳科，特別活動，総合的な学習の時間が有機的に関

連するよう配置し，学校生活上で学びが実践される仕掛

けを作り出し，いじめ防止のための道徳教育の実施を目

指した。「いじめ防止の視点を組み込んだ道徳教育年間計

画」の作成上の工夫について，以下に概要を述べる。

ａ．道徳科の充実と授業実践

　作成に当たり，まず，道徳科の年間計画を作成した。

その際，いじめ防止につながる道徳的価値となる内容項

目を選定し，通年に渡り配置した。

　いじめ防止に資すると考え選定した内容項目は，A－
⑴自由と責任，B－⑺思いやり，B－⑽友情・信頼，B
－⑾相互理解C－⒀公正・公平・社会正義，D－⒆生命
の尊さ，である。いじめ防止のための道徳科における授

業の指導観として，「考え，議論する道徳」への転換を念

頭に，授業での学びが学習者を中心とした能動的な学び

となることを重視した。道徳的問題を自分事として捉え

られることをいっそう大切に，主体的な話し合い活動を

通して共通解や納得解を得られることを重視した。

　また，教材として，いじめを直接扱ったものを用い，

児童がいじめに関わる道徳的価値を具体的に学ぶことが

できるようにした。

b．特別活動における実践
①道徳科との往還関係の強化

　学級活動，児童会活動，学校行事において，生活づく

インプット アウトカム インパクトアクティビティ アウトプット

●いじめ防止に資す
る道徳性が高まり，
いじめ防止の実践的
態度や実践力が向上
する。 

ア．児童の人間関係
の質が向上し，他者
との違いを認め合い，
よさを高め合ってい
こうとする支持的な
風土が生まれる。 

イ．いじめを防ぐた
めに主体的に考え，
多面的に判断し，実
践しようとする意欲
が高まり，実践化す
る。 

ウ．日常での問題を，
道徳的価値の確かな
理解を生かし，感情
への共感や判断力を
働かせて解決しよう
とする態度が身につ
く。 

●道徳科を核として
特別活動と有機的に
関連し，往還関係を
意識した教育活動

●人間関係向上のた
めの常時活動の設定

●人間関係の形成に向け
た取り組みが活性化され
る。
●道徳科で学んだことが
実践化される。

●いじめを含む内容につ
いて総合的な学習の時間
に学ぶ。
●探究課題と関連のある
内容の教材で道徳を学ぶ。

●いじめ防止に関わる内
容項目について重層的に
学ぶ。
●いじめについて，具体
的かつ切実性のある教材
を通し学ぶことで，自分
事として考える学習を繰
り返す。
●いじめに関わる道徳的
問題について多面的・多
角的に考える。

道徳科
特別活動
総合的な学習の時間

●いじめに関連する
内容項目・教材を意
図的に配列した道徳
科の実施

●道徳科での学びを
総合的な学習で活か
したり，実践化した
りする学習活動を組
織

い
じ
め
を
防
止
す
る
学
級
・
学
校
の
風
土
の
醸
成

活用する学校資源
道徳教育

図１　「いじめ防止の視点を組み込んだ道徳教育指導計画」のロジックモデル
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りへの参画との接続を強く意識し，道徳科で学んだこと

をもとに，問題意識の発露，解決のための実践，ふりか

えりを行う機会を確保するように児童会活動や学級活動

の活性化を図った。

　また，それに向けて何らかのアクションを起こす機会

を設け，実践化への筋道を整え，道徳的な実践の機会と

表１　「いじめ防止の視点を組み込んだ道徳教育年間計画

毎日の取り組み　【児】なかよし班清掃（ア・イ）・縦割り班ごとに上級生をリーダーとして清掃する。《自由と責任，親切・思いやり，友情・信
頼，相互理解》

　　　　　　　　【学】さよならミーティング（イ）・「今日の二言」・全員ミニスピーチ《自由と責任，親切・思いやり，友情・信頼，相互理解》・
「にゃんこ先生はミタ」・相互にいいところさがし《親切・思いやり，友情・信頼，相互理解》

日
常
的
な
活
動

毎月の取り組み　【児】児童委員会（ア）・生活目標の提案生活目標の共有・振り返り・生活上の問題の話し合い《善悪の判断，自由と責任，公正
公平》

　　　　　　　　【児・学】生活目標に向けての具体的実践（ア）《善悪の判断，自由と責任，公正公平》
　　　　　　　　【児】児童朝会（ア）《思いやり，友情，相互理解》

場面ごとの取り組み　【児・学】「ふりかえりの時間」各行事ごとに全体でのふりかえり《自由と責任，親切・思いやり，友情・信頼，相互理解》

総合的な学習の時間特別活動道徳科

●なかよし旗揚げ遠足を成功
させよう
・企画・運営
《自由と責任，親切・思いやり，
友情・信頼，相互理解》

【学】修学旅行に向けて（ア・イ）・修学旅行の活動班編成・自由行動の計画
《自由と責任，親切・思いやり，友情・信頼，公正・公平》
【児】なかよし班旗揚げ遠足の企画・運営〈縦割り班異年齢活動〉（ア・イ）《自
由と責任，思いやり，友情・信頼，相互理解》（４・５月）
【行】入学式（イ）《親切・思いやり，友情・信頼，相互理解》
【行】オープンスクール（公開授業　道徳「これっていじめ？」）学級懇談会（い
じめ基本方針の周知）

●Ｂ－⑾相互理解・寛容
「ブランコ乗りとピエロ」
●Ｃ－⒀公正・公平・社会正義，
　Ｂ－⑾相互理解
「これっていじめ？」※
●Ｃ－⒀公正・公平・社会正義
「金メダルの値打ち」

４
月

【行・児・学】なかよし班旗揚げ遠足（縦割り班異年齢活動）（ア・イ）《自由と
責任，親切・思いやり，友情・信頼，相互理解，生命の尊さ》
【児・行】なかよしいも植え集会（ア・イ）《自由と責任，親切・思いやり，友
情・信頼，相互理解，生命の尊さ》
【行】修学旅行（ア・イ）《自由と責任，親切・思いやり，友情・信頼，相互理
解，社会正義，生命の尊さ》

●Ｂ－⑺親切・思いやり
「ぽかぽか言葉・ちくちく言
葉」※
●Ａ－⑴善悪の判断，自律，自
由と責任
「本当のことだけど」※

５
月

●Ｂ－⑺親切。・思いやり
　Ｂ－⑽友情・信頼
「ぜったいひみつ」
●Ｂ－⑽友情。信頼
「ロレンジの友達」

６
月

【学】１学期うちあげパーティをしよう。（ア・イ）《親切・思いやり，友情・信
頼，相互理解》
【行】水泳記録会（イ）《自由と責任，親切・思いやり，友情・信頼，相互理解，
生命の尊さ》

７
月

【児・行】小中合同運動会への参画（ア・イ）・児童会と校区中学校の生徒会が
協働し，児童生徒主体で企画・運営に当たる。《自律・自由と責任，親切・思い
やり，友情・信頼，相互理解》
【行・児】校外学習（イ）・なかよし班での行動《自由と責任，親切・思いやり，
友情・信頼，相互理解》

９
月

●「あいがっ子ネット・スマホ
宣言を作ろう」
・ネットトラブルについての学
習
・実態調査，アンケートの実施
・学校のルールの見直し
・学習動画の作成
・標語の募集
・全校生への啓発
《善悪の判断・自律・自由と責任，
親切・思いやり，友情・信頼，
相互理解》

【児】なかよしいもほり集会（栽培員会）（イ）・集会の企画・運営・縦割り班で
の交流《自由と責任，親切・思いやり，友情・信頼，相互理解》
【行】なかよしいもほり集会（ア・イ）《自由と責任，親切・思いやり，友情・
信頼，相互理解》
【行】市小学校陸上大会（イ）・５・６年合同練習（異年齢）《自由と責任，親
切・思いやり，友情・信頼，相互理解》
【行】オープンスクール（公開授業）道徳「泣いた赤鬼」

●Ａ－⑴善悪の判断，自律，自
由と責任　Ｃ－⑿規則の尊重
「みんなの自由な公園」
●Ｂ－⑽友情・信頼
「泣いた赤鬼」
●Ｂ－⑽友情・信頼
「知らない間の出来事」※

　

月
１０

【児・行】あいがっこネット・スマホ集会
《善悪の判断・自律・自由と責任，親切・思いやり，友情・信頼，相互理解》
【行】オープンスクール（ア）
・保護者へのネット・スマホのルールの啓発

　

月
１１

【学】「忘年クリスマスパーティ」をしよう。（ア・イ）《親切・思いやり，友情・
信頼，相互理解》
【児】なかよし班なわとび企画運営（体育委員）（イ）《自由と責任，親切・思い
やり，友情・信頼，相互理解》
【児】朝のなかよし班なわとび（イ）《自由と責任，親切・思いやり，友情・信
頼，相互理解》

　

月
１２

【児】節分集会の企画・運営（児童会・給食委員）（ア・イ）《自由と責任，親
切・思いやり，友情・信頼，相互理解》

●Ｄ－⒆生命の尊さ
　Ｃ－⒀公正・公平・社会主義
「命のねだん」

１
月

●「命の学習」
・命の誕生の過程を学ぶ
・命の尊厳と人権のかかわり
について考える
《公正・公平・社会正義，命の
尊さ》

【児・行】節分集会（ア・イ）・劇と縦割り班対抗ゲーム《自由と責任，親切・
思いやり，友情・信頼，相互理解》

●Ｄ－⒆生命の尊さ
「電池が切れるまで」

２
月

【学】卒業文集作り（イ）《親切・思いやり，友情・信頼，相互理解》
【学】卒業式呼びかけ作り（イ）《親切・思いやり，友情・信頼，相互理解》
【学】「さよならパーティ」をしよう。（ア・イ）《親切・思いやり，友情・信頼，
相互理解》
【学】６年生を送る会（ア・イ）《自由と責任，親切・思いやり，友情・信頼，
相互理解》
【行】卒業式（イ）《自由と責任，親切・思いやり，友情・信頼，相互理解》

●Ｄ－⒆生命の尊さ
「二つの命」

３
月

【】は特別活動の領域　ア・イは視点（ア…生活づくりへの参画の視点　イ…人間関係形成の視点）　《》内は関連ある道徳的価値
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なるようにした。

　同様に学級活動でも，クラスごとの目標を核に発展的

に実践化するように意識している。閉じられた計画では

なく，児童が自発的に道徳の時間の学びを発揮すること

を意図し，またそれを支援するための構成である。

　一方，特別活動の特性である，為すことによって学ぶ

ことのよさを生かすため，先に道徳科において選定した

いじめ防止に関連のある内容項目を特別活動の中でも目

標とし，指導に際して意識化している。

②いじめを防止する人間関係の醸成

　特別活動の諸活動，学校行事において，よりよい人間

関係づくりを促進することを目標として活動を明確化し

た。常時活動として，人間関係づくりを促進する活動を

取り入れ，通年にわたり，いじめを防止する風土づくり

に取り組むようにした。

ｃ．総合的な学習の時間に関連させた実践

　総合的な学習の時間の探究課題として，いじめ防止に

関連する学習内容を設定した。道徳科とは違う視点から

問題を捉えることで，具体的な事象について多面的な捉

えが期待できる。例えば，SNSの使用に関するトラブル
について，インターネットや情報機器の使用についての

知識・理解を深めるだけでなく，それらの不適切な使用

により問題に巻き込まれる人間の心情を考える視点を折

り重ねることで，相互に学んだ知識や規範，判断力が関

連し合うことになり，重層的に学ぶことができると考え

た。

　さらに，総合的な学習に関連させて，道徳科の授業内

容と時期を重ねることで，道徳科で学んだ道徳的な価値

の理解や判断が，課題発見，解決の見通し，発信する材

料の選択や方法，そしてこれからの自らの生き方への気

づきなど，問題解決の各過程，また学校生活を通して活

かされることを想定した。

３．実践の方法

　ａ．対象

　　　公立小学校（全校児童８６名の小規模校）

　　　第６学年　１５名

　ｂ．時期

　　　X年４月〜Ⅺ年２月
　ｃ．指導者

　　　学級担任・全教員

４．プログラム評価の方法

　ａ．道徳的価値意欲・態度調査

　本プログラムの実践成果を検討するために，道徳的価

値として選定した内容項目にかかわる意欲・態度につい

て，回顧的事前テストデザインによる質問紙調査を実施

した。安田（２０１１）によると，回顧的事前テストデザイ

ンは，プログラムによる介入前の事前テストはあえて行

わず，介入後に事後テストに回答してもらうと同時に，

“回顧的”に介入前の自分の状況を振り返ってもらい回

答を求めるものである。

　これにより，回答者の反応的バイアスに対して効果を

生み出すことが示されている。本実践では，同一項目に

対して“介入前”・“今現在”の状況を答えてもらう形式

で実施した。

①調査資料

　　道徳的価値にかかわるアンケート

②時期

　　Ⅺ年２月

　６項目　１０スケール　現在・４月頃で回答

③対象　

　　第６学年児童　１５名

　b．いじめアンケート
　いじめの実態調査。自分自身および他者についてのい

じめ状況を「有・無」で回答するもの。学期に１回計３

回実施。

①調査資料

　いじめアンケート

②時期

　X年６月，X年１１月，Ⅺ年２月
③対象

　第６学年児童　１５名

　c．　ステークホルダーへのアウトカム調査
　本プログラムの効果を検討するために，プログラム実

施対象校教員をプログラムの効果を受けるステークホル

ダーとし，聞き取り調査の対象者としてアウトカムの状

況を検討した。同僚，管理職へのインタビューを実施し，

取り組みの効果について分析・検討を行った。

①調査資料

　ステークホルダー面接調査逐語データ

②時期

　Ⅺ年２月

③対象

　学校長・前担任教諭・特活担当教諭

④方法

　半構造化面接調査

　・取り組み全体の効果について

　・児童の実態等についての印象

⑤調査内容

　ロジックモデルのアウトカムとインパクト

ア．児童の人間関係の質が向上し，他者との違いを認め

合い，よさを高め合っていこうとする支持的な風土が

生まれる。

イ．いじめを防ぐために主体的に考え，多判断し，実践
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しようとする意欲が高まり，実践化する。

ウ．日常での問題を，道徳的価値の確かな理解を生かし

感情への共感や判断力を働かせて解決しようとする態

度が身につく。

エ．いじめを防止する学級・学校の風土の醸成

⑥分析

　インタビューの逐語記録データを切片化して単一の意

味を持つようにし，⑤の調査内容に関するデータを抽出

した後，実践成果を質的分析により検討した。検討にあ

たり，教育学を専門とする大学教員２名と小学校教諭２

名で，評価の妥当性を確認しながら実施した。

Ⅳ．教育実践の実際

　本実践におけるそれぞれの活動からアウトカムへの繋

がりについて，各活動後の児童の振り返り記述および活

動の様子を具体例と共に示す。

１．道徳の学びと特別活動との往還関係が効果をもたら

した実践例

　４月当初に，いじめの定義について理解することと，

自他の感じ方の違いについて気づくことをねらいとし，

道徳「これっていじめ？」を実施した。１４のいじめの場

面について，それがどの程度ひどいいじめかを０〜１０の

数値で表すという活動を，個人，グループ，全体での交

流という流れで進めた。終末において，挙げられた項目

は全ていじめになりうること，その根拠となるいじめの

定義について説明し終えることとした。個人思考，グルー

プでの多様な見方や感じ方の交流と互いの意見の尊重，

そして，全体での検討を経て，自分の考えを深めるとい

う学びの道筋を意図した計画である。

　グループでの交流では，ワークシートを囲んで主体的

に個々の意見を交流するなど，一人一人の意見を大切に

しながら，グループとしての意見をまとめさせていった。

その中で児童は，それぞれの考えの根拠を明確にし，多

面的に見ることの大切さに気づいていった。授業後の振

り返りでは，「人と人では，いじめって思うのがちがうの

がわかった。」「みんなの意見を聞くのはおもしろかった

し，考え方の範囲が大きくなったからいいと思った。」な

どの記述が見られ，互いの感じ方，考え方が違うことへ

の気づきがみられた（アウトカム◯ア ）。また，「自分がい
じめだと思っていなくても，いじめをされた，嫌な気持

ちになった，という人がいたらいじめということになる

とわかった。」「この勉強をして，前までふつうだろうと

思っていたことが，いじめだったと気づいて次からやめ

ようと思いました。」などの記述もあり，定義を知ること

によって，いじめとは何かが明確になっている（アウト

カム◯イ ◯ウ ）。さらに，「わたしはセンサーをもっと高めた

いと思います。」「ぼくもいじめをしているかもしれない

ので，気を付けようと思いました。」などの記述から，今

後の行動に活かしていこうとする意欲の高まりがみて取

れた（アウトカム◯イ ）。
　これらの学びは，児童会の生活目標の設定の観点とし

て生かされていった。４月の生活目標は「仲のいい学校

にしよう」であったが，相手の立場や気持ちを考えるこ

との大切さから，今以上に，もっと仲良くなることがで

きる，という思いを抱き，５月の生活目標を「もっと仲

のいい学校にしよう」とした（アウトカム◯イ ◯ウ ）。そして，
目標達成へのアクションとして，全校で遊ぶ企画を学級

会で話し合い，６年生の企画・運営で実施することとなっ

た（アウトカム◯イ ）。
　同様に，５月には言葉の持つ力について実感をもって

学び，友情や信頼関係について改めて考えることをねら

いとして「ぽかぽか言葉・ちくちく言葉」を取り上げた。こ

こでも，自らが普段使っている言葉の影響力と改善すべ

きことに気づき，それを全校にも広げていこうとする想

いから，６月の生活目標として直接取り上げていた（ア

ウトカム◯イ ◯ウ ）。
　また，４月，５月の学びの中で，友情と信頼関係を築く

基礎として，あいさつの大切さに気づき，有志を中心に

あいさつ運動を進めた（アウトカム◯ア ◯ウ ）。
　さらに，９月に実施された運動会において，それまで

の道徳科での学びが発現した例もある。運動会では，実

行委員会を中心に，児童自らの力で組体操の演技構成を

作り，自分たちでリーダーとなり練習を進めるという取

り組みを行った。そのテーマ作りについて話し合う際，

「道徳で，みんなで一つのものを作り上げるから絆が生

まれる，と学んだから」と話し「絆」をキーワードに，

全員をまとめ上げていた（アウトカム◯ア ◯ウ ）。
　このように，計画に沿って実践を進める中で，道徳と

他の関連する活動が関わり合い，児童が道徳での学びの

視点で自分たちを振り返ったり，さらに自主的に実践化

しようとしたりする姿が見られた。道徳科での学びの広

がりを模式的に表したものが図２である。

　一方で，特別活動での経験が，道徳の学びを促進した

例もある。児童会活動・学校行事として計画・配置され

ている「なかよし旗揚げ遠足」は，異年齢交流活動とし

て通年行われる縦割り班活動の一つで新入生歓迎会を兼

ねている。草花や虫，気候の様子，仲間とのふれあいな

どについて気づいたことをメモしたり，写真に撮ったり，

草花を採集したりしながら，校区内をウォークラリー形

式で歩くものである。帰校後は，体育館で道中のさまざ

まな発見を書き込んだり，張り付けたりして画用紙２枚

分大きさの「探検マップ」に全員でまとめる。事前の企画・

準備，当日の運営を６年生が担当した。また各班の班長・

副班長として下級生を助け，交流が深まるように行動し
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ようとしていた。

　本活動では，（自由と責任）（親切・思いやり）（友情・

信頼）（相互理解）をねらいとする道徳的価値とした。振

り返りでは，以下のような記述が見られた。自由と責任

に関わることでは，「下級生のお世話をしたりする大切さ

がよく分かった」など，６年生としての責任を果たすこ

とについて，相互理解では，「●さんは，みんなの歩くペー

スに合わせて歩いたり，マップを書くのをがんばってい

ました。すごく良いところと思いました。」など，同級生

の行動への気づきもみられた（アウトカム◯ア ）。さらに，
「去年の６年生もこんなに大変だったのだと思った。」な

ど，経験することで，これまでなかった視点を得た姿が

みられた（アウトカム◯ア ）。また，「うれしかったことは，一
年生は，絶対すぐ疲れて，もういやだ，と言うと思った

けど，行きも帰りもあきらめず笑顔で楽しそうにいてく

れたことです。」など，下級生の気持ちについても共感的

に捉えようとする姿勢がうかがえた（アウトカム◯ア ）。
　このような経験を通した具体的な道徳的価値の理解は，

このあと計画されていた学校行事であるなかよし班の

「いも植え集会」での企画・運営の仕方にも生かされた

（アウトカム◯ウ ）。７月には，計画になかった児童会行事
として，「七夕ミニ集会」を企画運営することに繋がった

（アウトカム◯イ ）。一連の行事は，仲の良い学校にしたい，
という児童の実践意欲の結実と見ることができる。

　道徳的価値はそれぞれが関連し合っており，本来，分

けて考えることは難しい。本実践では，道徳的価値がそ

れぞれ絡み合って実感を伴って捉えられ，為すことから

学ぶ特別活動の特性が道徳性の向上に寄与したと推察で

きる児童の姿がみえた。

２．道徳的価値が総合的な学習の時間の中で，発展的・

実践的に活かされた実践例

　対象校のインターネット使用のきまりを見直し，全校

のルールとして，広める，守っていくことを学習課題と

して，総合的な学習「ネット・スマホ宣言を作ろう」を

計画し（全１０時間），最後に全校による「ネット・スマ

ホ集会」を設定し学びを全校生，保護者に向けて発信す

ることとした。その間に，道徳科を配置し，学びが有機

的につながることを意図した計画とした。

　目標を。①「インターネットや情報機器の適切な利用

について，自己をふりかえって課題を見つけ，既存のルー

ルを見直し，全校生に発信することができる」②「イン

ターネットや情報機器の活用について，学んだことを生

活に活かすことができる」とし，関連する道徳的価値と

して，（善悪の判断）（自律・自由と責任）（思いやり）

（友情・信頼）（相互理解・寛容）（公正・公平・社会正

義）を想定した。

　第１次学習ではSNSトラブルや情報モラルに関わる
内容を扱った。これらは道徳的価値との関連があり，い

じめ防止との関連が強いものである。しかし，ここまで

の振り返りでは，インターネットや情報機器の適切な使

用についての知識理解に関しての記述がほとんどであっ

た。

　第１次学習の終了後，ネットいじめに関わる内容を

扱った資料を用いた道徳科の授業B－⑽友情・信頼「知
らない間の出来事」が実施された。

　道徳科の学習を経て，第２次学習以降，自分や友人を

イメージして，ネットいじめやSNSトラブルへの事例を
考えようとする児童が増えた。ネット依存などの個人的

な領域ではなく，友だちとの関係上のトラブルについて

ルールに反映させようとする様子がみられた（アウトカ

ム◯ウ ）。
　また，全校集会で取り上げるインターネットの危険性

について選択する際も，「いじめに関わることは外せな

い」という意見が出た（アウトカム◯イ ）。さらに，それを
発信する方法として，自作の脚本による動画を作成した

４・５月【学級活動】
修学旅行の班編成
自由行動の計画【自由と責任，親切・思いやり，
友情・信頼，公正・公平】

４・５月【児童会活動・学級活動】【総合】
なかよし班旗揚げ遠足（企画・運営）
【自由と責任，親切・思いやり，友情・信頼，相互理解】

４月【道徳】（公開）
Ｃ－⒀公正・公平・社会正義，
Ｂ－⑾相互理解
「これっていじめ？」

５月【道徳】
Ｂ－⑽友情，信頼
「ほかほか言葉・ちくちく言葉」

６月【道徳】
Ｂ－⑺思いやり
「ぜったいひみつ」

６月【道徳】
Ｂ－⑽友情・信頼
「ロレンゾの友達」

５月【学級活動】
全校生が仲良くなれる遊びを企画・運営しよう。

５月【児童会活動】
生活目標への取り組み〈もっ
と仲のいい学校にしよう。〉
→週一回の全校遊びの計画
・実施

５月【児童会活動】
あいさつ運動（有志）

５月【学校行事】
なかよし班活動
「芋うえ集会」【自由と責任，
親切・思いやり，友情・信頼，
相互理解，生命の尊さ】

７月【児童会活動】
七夕ミニ集会立案運営
（劇とゲーム）

１０月【学校行事】
なかよし班活動
「いもほり集会」

６月【児童会活動】
生活目標への取り組み〈ちく
ちく言葉をへらし，ぽかぽか
言葉を増やそう〉

９月【学校行事】
小中合同運動会
組体操実行委員
（組体操演技づくり）

６月【学級活動】
クラスでなくしたいちくちく言葉を決めよう。

７月【学級活動】
１学期うちあげパーティをしよう。

図２　道徳科の学びの広がり 
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（アウトカム◯イ ◯ウ ）。その中で，トラブルの原因をインター
ネットやコンテンツの特性によるものと限局せず，「動画

のようなトラブルになってしまった最大の理由は，ネッ

トの使い方が間違っていたからではなく，どんな誤解が

あったとしても，友だちを仲間外れにしたり，無視した

りするようなことが，絶対にあってはならない」とまと

め，発信していた（アウトカム◯ア ◯イ ◯ウ ）。

Ⅴ．プログラムの成果と課題

　本プログラムの評価として実施した，ロジックモデル

で示したアウトカムに係る評価により，プログラムの成

果と課題について示す。

１．結果と考察

ａ．道徳的価値意欲・態度調査

　回顧的事前テストデザインを用いた道徳的価値調査の

現在と４月頃のクラスの平均値をt検定で分析した結果
を表２に示す。

　A－⑴自由と責任，B－⑺思いやり，B－⑾相互理解，
C－⒀公正・公平・社会正義の項目において，いずれも
現在のクラスの平均値が有意に高いことが示された。一

で，有意差のみられなかった道徳的価値B－⑽友情・信
頼，D－⒆生命の尊さにおいては，どちらとも４月の調
査時における平均値以上の値を維持していることから，

プログラムが少なからず貢献した可能性を含め，慎重に

解釈する必要があると考えられる。

ｂ．いじめアンケート

　いじめの実態調査結果を図３に示す。１学期から３学

期に進むにつれて自分自身の被いじめ経験が減少した。

反面，他者がいじめられていることを認知した人数は１

学期よりも２学期が増加して３学期が最も少ない結果と

なっている。

　これは，児童のいじめに関する感度が上がり，傍観者

の立場の児童にいじめを防止しなくてはという気持ちが

育まれていることを期待させるものであった。それを裏

付けることとして，３学期には他者のいじめられている

状況に対する認知は最も少なくなっている。

ｃ．ステークホルダーによるアウトカム評価

　ロジックモデルに示したアウトカムについて，ステー

クホルダー３名のアウトカムに対する評価の分析結果を

表３に示す。

　例えば，アウトカム◯イ について，「最終的には子供の自
主性であったり〜」などのコメントより，児童がいじめ

について主体的に考えていると解釈した。

　このようにステークホルダーによる評価を分析した結

表２　道徳的価値調査結果

自由度ｔ値
平均値差
現在－４月

標準偏差平均的道徳的価値

＊＊143.5251.533
2.2577.33現在

何がよいことで，何が悪いことかを考えますかＡ－⑴自由と責任
2.3965.8４月

＊＊143.0121.133
2.1937.33現在相手の気持ちを考えて，思いやりをもとうとして

いますか
Ｂ－⑺思いやり

2.3966.2４月

＊＊140.7910.333
1.6858.53現在

友だちを大切にし，仲良くしようとしていますかＢ－⑽友情・信頼
1.6128.2４月

＊＊142.9431.667
2.3267.53現在

自分と違う考え方も認めようとしていますかＢ－⑾相互理解
2.855.87４月

＊＊142.2441.267
2.1547.73現在

だれにでも公平にかかわろうとしていますかＣ－⒀公正・公平・社会主義
2.6696.47４月

n.s.140.6190.133
0.999.47現在

命を大切にしようと思いますかＤ－⒆生命の尊さ
1.2919.33４月

＊＊p<.01

16

14

12

10

8

6

4

2

0
⑴

自分有

⑶⑵

自分無 他有 他無

図３　いじめアンケート結果
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岡田　康孝，池田　誠喜，芝山　明義

果，限定的ではあるが，いじめ防止のための道徳教育プ

ログラムの取り組みが，一定の評価を得たものと考える

ことができる。

２．成果と課題

　プログラム評価を総合して成果と課題について述べる。

　いじめ防止プログラムの取り組みとして，いじめ問題

を意識した道徳科の授業を計画的に展開したこと，道徳

科での学びが特別活動と総合的な学習の時間と関連づけ

られることにより，為すことによって，価値の理解を深

めることができたことが大きな成果である。

　また，特別活動，総合的な学習の時間との往還関係に

より道徳科の学びが深化・統合されるとともに，道徳科

での学びを契機として他の活動や生活に発展的に活かさ

れている様子がみて取れたことがあげられる。これは，

閉じられた系統的な学習計画ではなく，児童の主体性の

発現を受け止める弾力性のある計画の成果と考える。

　さらに，いじめアンケート結果で示された，自分の被

いじめ経験と他者がいじめられている状況の認知も３学

期に大幅に減少していることを踏まえると，インパクト

として示した「いじめを防止する学級・学校の風土の醸

成」に本カリキュラムの一定の効果が見られたのではな

いかと考えられる。

　一方，課題として，本実践が６年生のクラスの取り組

みを中心に全校に広げるという形で進められたこと，小

規模校での実践というパイロット的な取り組みだったこ

表３　アウトカム評価とインパクト

分析評価コメントアウトカム

＊いじめを直接扱った資料を含めて，繰り

返し学んだことが，児童の中に主体的にい

じめについて考えようとしていたことにつ

ながっていることを示唆する。

＊「いじめっていう定義が，よくわかったちゃうかな。それがすごい曖昧と

いうか，うやむやでずっと来ているところがあったから，良くも悪くもい

じめっていうのにすごい対峙したっていうかな，考えたっていうかな」

＊「最終的には子供の自主性であったり，それから気づきであったり，実際

に活かせる，生きて働いている力になっている」

◎いじめ防止に関連す

る価値について主体的

に考え，実践しようと

する意欲が髙まる。

（ア）

＊道徳科で取り上げた考えを認め取り入れ

る態度が，学校生活の中で実感することが

できている様子。

＊「トイレのスリッパがあって話した時にも，４年が話した時に，児童委員

長も副委員長も聞いてて，こういうことで変われるんだなあと。本当に，

言ったことが実行されるていうことは，自分たちで良くするんだなあって

いう意識を持ってて」

＊「相手の気持ちを考えてみるって事が出来てきているんじゃないかなと

思っている。これはここら辺に入ってくるのか，相互理解とかに入ってく

るのか，思いやりに入ってくるのか，っていうのがちょとわかりにくい。

だいぶ変わったと思う。」

◎他者の考えを認め，

取り入れようとする態

度を持つことができる。

（ア）

＊学級の人間関係や，雰囲気に関しての向

上とみられた。

＊６年生として学校全体の人間関係に影響

を与え学校全体の親和的な関係の向上に関

わったことが推察される。

＊「今の言葉ちくちくするな，というのは減ってきつつあるなど思います」

＊「授業してても一つ一つ，授業する中でも，空気を読んで自ら正そうと言

うのが増えてきた。友達にも言える」

＊「（下級生と）一緒に遊んでいるし，朝の登校なんか見てても，本当にい

い顔してね，下の子と一緒にね，兄弟の場合もあるけども，並んで歩いて

きているのを見ると，やっぱり６年生大きい，６年生が先頭にたって連れ

てきよるなあっていうふうな，ま，そういうふうなところでも，優しさも

見られるし。そういうふうなところがあると思うね」

◎児童の人間関係の質

が向上する。（イ）

＊道徳科で学んだ価値を児童会活動や学級

活動で具体化しようとする意欲と見て取れ

る。

＊道徳の学びが自分たちの生活の振り返り

につながり実践されていることがうかがえ

る。

＊「運動会の時の，テーマを決める時に，絆であったり，チャレンジだった

り，いろんな言葉を選ぶなかで，なんでこの言葉にしたのって言った時に，６

年の道徳の授業で，何か一緒にやった時に，友情であったり，その絆であっ

たり，つながりができる，道徳で勉強したからこれをテーマにした」

＊「道徳との繋がりっていうので，仲間づくりであったりっていうのが，こ

こに生きてきているのかなあと」

＊「実際，道徳の授業が，本当に，練習の風景を見てても，感じたかなあと

思います」

＊「生活目標とかそういうのが，道徳の中から出てきたというのか，すごい

その，考えた中から，子供の中から出ていてきているな，というのが。そ

ういうのを受け止めて，このままじゃアカンということに気がついて出て

きたんちゃうかなって思った」

◎道徳で学んだ価値の

実践化への意欲・態度

が実践に結び付く。

（イ）

＊道徳で学んだ規範や判断力が，インター

ネットの使用という面にも活用されている

ことを示唆している。

＊「スマホネット集会の方も６年の劇であったり，動画を見た後に４年生に

聞いたときも，４年が。自分たちでいじめとネットが繋がっているという

ことを振り返りで言ってたので，道徳が直接いじめだけじゃなくて，行事

であったり委員会につながっている」

◎道徳的規範や判断力

を働かせて問題解決を

図ろうとする意欲や態

度が身につく。（ウ）

＊親和的な人間関係が醸成され，善悪の判

断と公正さから，よりよい学校を作ろうと

する雰囲気が高まり，それを次年度へつな

げていこうとする動きも見られた。

＊総合的に，実践意欲・態度の高まりがあっ

た。特別活動為すことによって，価値の理

解を深めたことが大きい。往還関係により

道徳の学びに活かされているという作用が

みられた。そこでは，道徳科が受動的に価

値を受け入れる時間ではなく，互いの考え

を交流し，よりよい解を求めようとする学

びの過程になっていることも効果的に働い

ていると考える。

＊「低学年の気持ちを考えるのは出来とった。損得で動くのは結構あったけ

ど，それがなくなってきたかなあと。全体のためにという動きが出来てき

た。」

＊「自立と責任感も付いてきているっていうふうには思うし，思いやりにつ

いてはね，低学年の子供にすごく優しいですね」

＊「なかよし活動によって，低学年にやさしくしたりとか」

◎いじめを防止する学

級・学校の風土の醸成。

（エ）
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いじめ防止のための道徳科・特別活動・総合的な学習の時間における実践研究　－－ロジックモデルに基づいた実践－－

ともあり，すぐに一般化できる取り組みではないことが

あげられる。　

　さらに，今回の取り組みでは，プログラムを進めるた

めの学校における人的リソースを活用するための組織体

制についての検討がなされていない。プログラムを実施

するには管理職を含む様々な教員との協働は必須である。

本実践を進めるにあたり，実際には，管理職，各活動担

当者，担任教諭等の協力を得て相互の連携を図りながら

進めたが，今後，このような道徳教育を中心としたいじ

め防止プログラムをさらに実用的にするためには，教職

員の組織体制作りを含めたプログラム作成の構想とその

作成手続きの検討が課題であると考えている。
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